
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子ども 

 

 

 

 

 

 ７月２４日から８月１９日まで夏休みになります。２３日の全校朝会で次のような話をしました。 

明日から２７日間の夏休みに入ります。 

自分で自由にできる時間が多くなり、楽しみにしていると思います。自分で自由にできる時間は、 

「自分の弱い心のままに好き勝手できる」時間とは違います。 

干布小学校で前期の途中に、２７日間も夏休みを入れている理由は、自分で自分に挑戦する時間として

使ってほしいためです。挑戦して、目標に達成できそうだと力を出している時や目標に達成できた時には

本当に「楽しい」と感じます。 

みなさんが、自分で楽しい夏休みにするため、今日は４つアドバイス

をします。 

１ 目標をもつこと…やる気がでます。達成感があります。 

２ 続けること…「継続は力なり」です。これも挑戦です。 

３ やるときには集中して…集中するといい力が発揮できます。    

４ 健康でいること…事故にあわない、安全なくらしを。健康あってこそ楽しいのです。 

夏休み中は交通事故にあわないように十分気を付けて、けじめのある生活をするように各学級でも話を

しました。８月２０日の登校再開日にはエネルギーを蓄えた１２９名が元気に顔をそろえられるよう願っ

ています。 

本校では「干布小学校いじめ防止基本方針」を策定し、いじめ防止対策をすす

めています。その一つである本委員会を７月１６日に開催しました。学校のいじ

めの現状を報告し、校外委員の方々からは貴重な意見をいただきました。 

・いじめと認定した案件は、継続して見守っていくことが大事である。 

・小さいことでも、これはいじめだと教えて、深刻な事態に発展しないように継 

続して見守っていくことが大事である。 

・傍観者にならないように、「かわいそうだ」と感じる心を育てていくことが必要。 

・困ったことがあったら、相談できる力（コミュニケーション力）を育てること。 

・最初に相談された人が真剣に受け取ること。学校では担任がどう動くかによっ 

て深刻になるか解消するか決まる。（いただいたご意見の一部です。） 

【６月の「いじめ発見児童アンケート」「いじめに関する保護者アンケート」 

についてのご報告】 

いじめにあたる行為をされていると答えた児童は３４名でした。また、保護者

からの訴えは２０件でした。これらを貴重な資料として、各担任が個別面談をしました。そのうえで、い

じめの認知は７件となり、市教委へ報告しました。うち４件は、ほぼ解消しましたが、３件は継続して指

導・見守りをしていきます。 
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☆必要に応じて臨床心理士を招聘 

【５年宿泊学習での自然観察】
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